
○テーマ・概要

○内 容

平成 28 年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座

【公園のユニバーサルデザインを考える】
日 程: 平成 28 年 10 月 15 日（土）

受講者数:2 名

会 場：兵庫県立大学淡路緑景観キャンパス

講 師: 美濃 伸之

都市公園ではルールで決まっている移動円滑化以外にもユニバーサルデザインを実現するための様々な

創意工夫がなされています。これらのことを「公園ユニバーサルデザイン：楽しむための工夫あれこれ」

（講義）、「車いすで園芸学校キャンパスを散策する」（演習）を通して、受講生のみなさんと議論しまし

た。

「公園ユニバーサルデザイン：楽しむための工夫あれこれ」（講義）

・ユニバーサルデザインとは何か？・公園での適用例 バリアフリー法

・民間での適用例 寺院や観光地・視覚障害への対応

・点字ブロック・機器・道具・情報・使い方・人手・アイデア

「車いすで園芸学校キャンパスを散策する」（演習）

気づきのポイント

・そもそも空間がうまく機能していない，ないしは不具合がある

・全てに気づけるか？ 空間の不具合は設計のマズさではなく，仕様そのものが要因

・サイン，案内表示の善し悪し、空間の機能性を増す方法はいろいろある

・特別な対応はほんとうに是か？

・意図はしていないが，良い部分、自然の空間，レクリエーション空間でのあり方


